
川場村立川場中学校 学校だより ＢＵＮＢＵ   令和５年５月２９日発行 第３号 文責：校長 岡村健一 

 

５
月
20
日
～
22
日
の
二
泊

三
日
で
京
都
市
中
心
部
の
ホ
テ

ル
に
連
泊
し
、
関
西
の
貴
重
な

文
化
遺
産
や
歴
史
、
地
理
等
の

特
色
を
体
験
、
見
学
す
る
修
学

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
遠
の
い
て
い
た
関
西
へ

の
修
学
旅
行
で
す
が
、
よ
う
や

く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
飛
鳥
時
代
、
平
安
時
代
、

室
町
時
代
、
江
戸
時
代
の
歴
史

や
建
築
物
が
揃
っ
て
い
る
奈

良
・
京
都
で
は
、
歴
史
上
重
要

な
出
来
事
が
た
く
さ
ん
起
こ
っ

た
地
域
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
本
物
を
観
て
体
験
す
る

貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

      

◇
修
学
旅
行
一
日
目 

晴
れ 

・
５
時
15
分 

社
会
体
育
館 

発 

・
奈
良
市 

奈
良
公
園 

「
な
ら
和
み
館
」
昼
食 

・
東
大
寺
（
記
念
写
真
） 

・
薬
師
寺
（
法
話
） 

・
法
隆
寺
・
夢
殿 

・
京
都
市
右
京
区 

「
リ
ノ
ホ
テ
ル
京
都
」
宿
泊 

              

◇
修
学
旅
行
二
日
目 

晴
れ 

◇
修
学
旅
行
二
日
目 

晴
れ 

・
京
都
市
内
班
別
自
主
研
修 

主
な
見
学
地 

 

北
野
天
満
宮
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
嵐
山 

 

金
閣
寺
、
龍
安
寺
、
銀
閣
寺
、
天
竜
寺 

太
秦
映
画
村
、
貴
船
神
社
、
車
折
神
社 

 

祇
園
界
隈
、（
16
時
30
分 

宿
着
） 

・
ホ
テ
ル
で
夕
食
後
、 

建
仁
寺
霊
源
院
に
て
座
禅
体
験 

                    

◇
修
学
旅
行
三
日
目 

晴
れ 

・
清
水
寺
（
記
念
写
真
）
、
三
十
三
間
堂
、 

二
条
城 

・
13
時
54
分 

京
都
駅
発
（
の
ぞ
み
） 

・
18
時
45
分 

川
場
村
着 

解
散 

世
の
中
が
コ
ロ
ナ
以
前
の
活
気
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
修
学
旅
行
も
以
前
の
よ

う
に
関
西
方
面
へ
と
挑
戦
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
は
土
曜
出
発
（
団
体
列
車
の
割
り
振

り
で
決
ま
っ
て
き
ま
す
）
に
な
っ
て
し
ま
い
、

京
都
に
押
し
寄
せ
る
観
光
客
と
一
緒
に
な
る

こ
と
が
心
配
で
し
た
。
見
学
の
メ
イ
ン
は
２

日
目
の
タ
ク
シ
ー
班
別
研
修
で
す
。
ベ
テ
ラ

ン
の
運
転
手
が
安
全
対
策
を
施
し
な
が
ら
見

学
地
の
案
内
も
し
て
く
れ
ま
す
。
可
能
な
限

り
密
を
避
け
て
、
効
率
よ
く
順
序
等
を
代
え

な
が
ら
廻
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。 

本
物
を
観
て
、
触
れ
る
こ
と
が
修
学
旅
行

の
醍
醐
味
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
京
言
葉
に

触
れ
、
世
界
遺
産
を
目
に
し
て
、
お
寺
で
座
禅

を
体
験
す
る
な
ど
、
普
段
の
経
験
と
は
違
っ

た
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

卒
業
し
て
大
人
に
な
っ
て
も
、
き
っ
と
こ

の
旅
行
を
思
い
出
す
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の

旅
で
元
気
な
挨
拶
や
礼
儀
正
し
さ
、
迅
速
な

集
合
、
旺
盛
な
食
欲
は
、
川
場
中
の
よ
き
伝
統

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。 

多
く
の
方
々
の
御
協
力
の
中
で
実
施
で
き

た
今
回
の
修
学
旅
行
。
本
当
に
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

【めざす生徒像】 

自分のよさを知り、友だちのよさにも 

気付き、互いに伸ばし合っていく生徒 

令和４年度 川場中で大切にしてほしい２つの精神（考え方） 『文武両道』と『利他共生』 いかなる人間の知識も、その人の経験を超えるものではありません。本物に触れる経験は宝です。 

 
 

久
し
ぶ
り
に
関
西
方
面
へ 



『感謝の心が高まれば高まるほど、それに比例して幸福感が高まっていく』 
                           松下幸之助 名言集より 

 

 過ぎた失敗を後悔しても何も生まれない。それならば教訓としてとらえ、次の成功に生かそう。 

１
・
２
年
生
は
５
月
24
日
に
、
東
京
都
と

栃
木
県
へ
の
校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
見

学
場
所
は
、
１
年
生
が
日
光
方
面
、
２
年
生
が

東
京
都
内
で
の
班
別
研
修
で
す
。
こ
こ
数
年

コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
の
班
別
学
習
は
回
避
し
て

き
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
修
学
旅
行
同
様
、
東

京
で
の
班
別
研
修
も
復
活
し
ま
し
た
。 

２
年
生
の
主
な
見
学
場
所
は
、
東
京
駅
、
浅

草
寺
、
仲
見
世
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
す
み
だ
水
族
館
、
上
野
動

物
園
、
新
大
久
保
ソ
ウ
ル
市
場
、
ア
メ
横
等
で

す
。
池
袋
の
地
下
な
ど
は
大
人
で
も
迷
う
ほ

ど
の
複
雑
さ
で
す
。
ど
の
班
も
迷
い
な
が
ら

も
協
力
し
、
時
間
や
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら

頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
を
通
し
て
成
長

し
、
来
年
の
修
学
旅
行
に
つ
な
が
る
班

行
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

        

                      

１
年
生
は
、
華
厳
の
滝
、
日
光
東
照

宮
、
陽
明
門
等
を
見
学
し
ま
し
た
。 

東
照
宮
で
は
、
有
名
な
『
眠
り
猫
』
、

『
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、

の
三
猿
』
『
逆
さ
柱
』
な
ど
の
本
物
を

観
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
深
い
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

大
き
な
目
的
で
あ
る
「
川
場
村
と
日

光
を
比
較
し
、
異
な
る
点
や
共
通
点
を

見
つ
け
、
川
場
村
の
よ
さ
に
気
づ
く
」

と
こ
ろ
ま
で
い
け
た
ら
大
成
功
で
す
。 

 

今
回
の
班
活
動
が
、
来
年
の
東
京
旅

行
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

                      

学
校
林
の
下
草
刈
り
で
は 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

５
月
13
日
（
土
）
に
は
、
外
山
村
長
さ
ん
、

議
員
さ
ん
、
教
育
委
員
さ
ん
、
役
場
関
係
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
３
年
と
１
年
保
護
者
等
た
く
さ
ん

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
伝
統
の
学
校
林

下
草
刈
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨

年
以
上
に
急
な
斜
面
を
も
の
と
も
せ
ず
、
子

ど
も
た
ち
は
元
気
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
こ
そ
、
本
校
が
本
年
度
県
指
定

を
受
け
た
【
非
認
知
能
力
】
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
を
育

む
貴
重
な
体

験
活
動
で
し

た
。
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
し

て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。 


